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はじめに

これまで，我が国で発表されたフランスにおける「知能遅滞児」教育の歴史研究を概観すると，

全般的に数そのものが少ないのだが，その中でも特に19世紀後半に関するものはほとんどなかっ

た.その期間に展開された歴史的な流れについても 役割を担った人物についても断片的に伝わ

っているだけであり系統的な研究はない.まず，その期間に起こった歴史的な展開と人物に関す

る歴史的事実の提示をしなければならないと考える.そのような意味をもっ一連の報告の一環と

して，本報告は極めて重要な位置を占めているにもかかわらず，これまで我が国で研究対象とし

ては取り上げられなかった人物に焦点をあてる.ブルヌヴイル Bourneville，Desir-Magloire 

(1840-1909)がその人である.彼は「知能遅滞児Jに関する医学的研究をはじめとして「知能

遅滞児」の指導教育の実践をし さらに現在のフランス「知能遅滞児」教育のシステム形成にも

強いかかわりがあったのである.

今回は，ブルヌヴイルの体系的研究の第一歩として，まず彼の経歴と主要な著作・論文目録を

報告する.

l1 ブルヌヴィルの生涯と経歴

プルヌヴィルの生涯を ①医師になるまでの養成期 (1840-1871) ②サルペトリエール院時

代 (1871-1879) ③ピセートル院時代 (1879-1909)の三つの時期に分ける.

①出生と医師になるまでの養成期 (1840-1871) 

1839年 5月16日:両親が結婚する.新郎は父親となる 1815年生まれの Alexandre-Marcel 

Bourneville. 新婦は母親となる Rose-ClementineLegrrasである.

1840年10月20日:ウール (Eure)県のガランシエール(パリの西方，百数十キロにある)で生

まれた.この町はエヴゥリュー (Evreux) 郡，サンタンドレ小郡にある.名前を DesirMa-

gloire Bourneville，通称、を D白ireBournevilleという.

1842年11月21日:妹の Emestが生まれる.

1849年 5月:妹の Eugeneが生まれる.

1854年一1855年:エヴゥリュー (Evreux) のリセ第六学年(中等学校の 1年生にあたる:筆者

注)に在学.

1855年一1856年:エヴゥリュー (Evreux) のリセ第五学年に在学.

1857年一1858年:アルンソン Alenconのリセ第二学年に在学.
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1858年一1859年:アルンソン Alenconリセ最終学年に在学.

1859年 9月:その時，パリの病院の精神科医師でピセートル院の精神科の長であったドゥラシオ

ーヴ医師(1804-1893) を頼ってパリに上京:ヴァレ Vallee，HippolyteとGentillyのアイエ通

り6番地にある姉の家に下宿をする. 1860年 1月一1862年:パリで医学の勉強を始める.ピセ

ートル院のドラシオーヴ，次ぎにルーシィーヌ Lourcine病院では，病院医で医学部教授資格

者アドルフ.リシヤール Richardのところで.

1861年:最初の医学論文「てんかん患者の大脳左右半球の重量差についてJを医学薬学知識ジャ

一ナルに発表する.

1862年「近代医学 LaMedicine ContemporaineJに寄稿する.

1862年から1865年:パリの病院の通勤助手 Externe. 1862年には小児病院の外科医で医学部教授

資格者ジラルデ博士， 1863年と 1865年にはラリボアジエール病院の医師であったウォアレ博士，

1864年にはサンタントアーヌ病院であったグピル博士， 1864年にはボージョン病院の医師アク

センフェルド博士のところに継続的に通う.

1862年一1870年:ドゥラシオーヴの「精神医学雑誌 Journal de Medicine MentaleJに定期的に寄

稿する.

1865年11月24日:パリの病院のインターンに任命される (40人中31位).同期には Georges

Dieufoy (首席者)， Roger Rathery， Justin Lucas Championniereがいる.

1866年一1869年:ドゥラシオーヴ博士の部門(サルペトリエール院，この研修中1866年のコレラ

流行時に Amiensで患者の治療を始めた.)， Giraldes博士(1867年，小児病院)， Charcot博士

(1868年，サペトリエール院)， Hardy教授 (1869年，サンルイ病院の分娩部門)でインター

ンを行う. r医学の動き MouvementMedicaU， r科学的水治療年報 AnnalesI' Hydro-therapie 

scien tifiq ueJに寄稿する.

1867年一1870年:Charles Delescluzeの2つの雑誌に寄稿する。「産業，芸術と夢のパンテオン

Le Pantheon de l' industrie et des arts et Le ReveiU， r二つの世界の民主主義ジャーナル Jour-

nal de la democratie des Duex MondesJ 

1869年一1871年:パリ 5区ポアシ一通り 29bis番地に居を定める. (以前の住居:フォセサンヴ

イクトワール通り 45番地，現在カルデイナルルモアーヌ通り)

1870年 r病院の写真雑誌 LaRevue photographique des HopitauxJの共同編集長になる(それ

は，刊行二年目であった).この雑誌は1872年まで刊行された.

1870年 8月 2日:医学博士論文の口頭審査を受ける.論収のタイトルは， r脳出血，および脳の

その他の疾患における臨床的検温の研究J.
1870年 8月24日:公的扶助局l'Assistance Publiqueがピティエ Pitie病院のインターンの代行を

行うように指示を与える・ 1871年 1月8日と 9日の夜の病院に対する砲撃(訳者注:普仏戦争

による戦禍)の時には，勇敢に働いた.

1870年11月19日:国防軍160大隊の軍医補佐に命じられ， 1871年の 1月まで続ける.植物園の移

動野戦病院の軍医補佐.パリ戒厳令の時には， Ledru-Rollinが創設した「共和国同盟I'

Alliance republiqueJに属する.

1871年 5月:血の 1週間(パリ・コンミューンの 5月21日からの 1週間を指す:報告者注)では，

負傷した国民兵の裁判抜きの処刑に反対し，病院における不可侵権の尊重を守ることに成功し

た.
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②サルペトリエール院 Salpetriere時代 (1871年一1879年)

1871年一1879年:サルベトリエール院の医師シャルコーの正式助手.

1871年:パリ 5区Larue des Ecoles 5番地で開業をする.数年後には，カルム Carrnes通り 14番

地に移る O

1872年:N.パスカル博士，ウィーンのクラウスとともに新しいシリーズの「医学運動 leMouve-

rnent MedicaUの共同編集長になる. 1873年4月:Ch. de Rernusatに反対する Ba・rodetの立候

補支援の委員会のメンバーになる.

1873年 5月13日:週刊の雑誌「医学の進歩 leProgres MedicaleJを創刊し， 1907年まで，編集長

であった.

1876年一1880年 rサルペトリエール院の写真図像集」を刊行する.

1876年 5月28日:辞職した PierreTalandierを継いで，第 5区サンヴィクトアール地区の市会議

員に選出された.

1877年 3月22日:国土防衛軍l'arrnee territorialeの軍医補佐第 2段階に任命される.

1877年 4月27日:Barodetの国民議会選挙運動に積極的に参加する.

1878年 1月6日:サンヴィクトアール地区の議員に再選される.

1878年4月1日:サルペトリエール院に看護婦養成の初等学校を開設する.

1878年 5月:ヴォルテール死去100周年の大オリエント Grande-Orientの饗宴に参加する.

1878年 5月20日:ピセートル院に看護婦学校を開設する.

1878年 7月14日 r看護人のマニュアル」第一版

1878年 7月23日:サルペトリエール院の看護婦養成学校を開設する.

1878年12月:シャラントンの国立施設 (LaMaison N ationale de Charenton)の二つの主任医師の

ポストへの任命のための資格コンクールに応募する.選考委員会はシャルルロパン Charles

Robinがつかさどった. リッティとクリスチィアンが選ばれ，ブルヌヴイル， ドウトウルパン

Doutrebent，ジュールヴォアザン JuleVoisinは，選ばれなかった.

③ビセートル院 Bicetre時代(1879-1909) 

1879年 9月12日:ピセートル院の精神病科の正式医師の選考に合格.同時にジュールーアリステ

ィドーフランソワーヴォアザン Jule-Aristide-Francois-Voisinは，サルペトリエール院に任命

された.彼は1879年10月8日にその任に就いた.

1880年:雑誌「神経学雑誌 LesArchieves de neurologieJを創刊し，その編集長となる.先天性

結節性脳硬化症の 2例を発表する. (この疾患は，一般にブルヌヴイル病と呼ばれるようにな

る.) 

1881年 r医学年報l'Annee MedicaleJを創刊する.

1881年 1月9日:パリ市サンヴィクトアール地区の市議会議員に再選される.

1881年 1月19日:軍隊幹部名簿から抹消される.

1881年 2月20日:彼のところにいたインタ}ンのドリエ H.d' Olierが亡くなる.

1881年 5月24日:ピティエ病院に看護婦養成学校を開設する.

1882年 5月:パリの病院の助産婦採用第 1回試験.

1883年 2月4日:パリ 5区の第 1地区(サンヴィクトールおよびソルボンヌ地区)から，故ルイ
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-プランに代わって国民議会議員に選出された.国民議会では急進共和派として極左の位置に

あった.彼は，市会議員を辞職する.友人のブロンドゥーB10ndeauは， 1883年 7月29日と 8

月の選挙に当選しなかった.

1883年:ブルヌヴィルとブリコン Briconが「皮膚下注射のマニュアル」の第一版を出版する.

1884年 5月28日:友人であり， Progres Medicalの事務をしていたブロンドゥー AmedeeBlon-

deau (1884-1884)が死亡する.

1884年 7月14日:モーベル Maubert広場のエテイエンヌ・ドレ Doletの仮の銅像の除幕式での講

演.

1884年12月:高等教育の教授の年齢制限 (70歳)について，下院で提案する.

1885年:ブルヌヴイルとブリコンが， r死体解剖のマニュアル」の第 1版を出版する.

1885年10月18日:クレマンソー Clemenceuxの急進主義の名簿で国民議会議員に再選される.

1887年 2月24日:ルイ・プラン louisBlancの銅像の除幕式に参加する.

1887年 7月22日:マリア・プルノン MariaBreugnonと結婚する.彼女は1847年 2月16日にシュ

ヴァンヌーションジ(ニエーヴル県)で生まれた.

1887年 7月12日:長男マルセル Marcelが生まれる.

1889年 5月18日:モーベル Maubert広場のエテイエンヌ・ドレ Doletの完成した銅像の除幕式で

の講演.

1889年一1890年:国民議会議員選挙でブーランジェ派ナケ Naquetに負け落選.ジュール・ブエ

リーもやはりブーランジェ派に敗れる.ブルヌヴイルは地方議会選挙にも国民議会選挙にも出

馬しない.

1889年4月 7日:友人で、パリコンミューンの一員であったポール・ブリコン PaulBricon博士が

死去.

1890年 5月 1日:ヴァレ財団 LaFondation Valleeの開設.

1891年 1月21日:フリーメーソンの一員となる.フランス Grande-Orientの rClementeAmi-tieJ 

集会所にて入団式を行う.

1893年:二人の師， ドゥラシオーヴとシャルコーが死去.

1893年:ヴィトリーの医学教育学施設 IMPを開設.

1895年:ラリボアジィエールの看護婦学校を開設.

1895年11月14日:ブルヌヴイルの長期にわたる要求による公的扶助の許可のための中央局を廃止.

1895年11月:彼の家の料理人が彼の家から盗みを働き警察に告訴をする.

1896年 4月:セーヌ県の上院議員選挙に出馬するが落選.

1897年:火葬普及のためのフランス協会の会長に就任.

1897年 rピセートル院の新入職員 Conscritde BicetreJの問題.

1897年 7月:セーヌ県の上院議員選挙に落選.

1899年 2月:セーヌ県の上院議員選挙に落選.選挙キャンペーン中に明確にドレイファス派とし

て立候補する.

1900年 1月:セーヌ県の上院議員選挙に落選. 1906年 1月 1日:ピセートル院を退職する年齢に

達し，ピセートル院の医師の仕事を止め，名誉精神科医師となる.

1906年 2月10日:妻が死亡.ベール・ラシューズ墓地の火葬場で茶毘に付される.区番号5541

1909年4月15日 r遅滞児のための公立初等学校に付属する特殊学級および、独立特殊学校の設立

戸
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に関する法律」の制定.

1909年 5月29日:自宅(パリ第 5区カルム通り 14番地)で死去.ノアル Noir氏がコルネ Cornet

氏の助けを得て検死をし，宗教儀式によらない民葬により火葬された.遺灰は，パリのベール

・ラシューズ墓地の納骨堂に安置される (CaseNo.5540). 

1909年 2月20日:息子のマルセルがトゥル Toulの軍病院で死亡.享年27歳，独身で第160歩兵連

隊の軍曹であった.

1991年 6月29日:グランシエールにあるブルヌヴイルの生家に記念プレート取り付けの除墓式が

行われる.

2 著作・論文目録

著作・論文もその「生涯」と同じように発表年度}II真に 3つの時期に分ける.

おのおのの著作・論文には，まずフランス語のタイトル，次にその訳，掲載誌あるいは出版社，

発表年号，号数，ページ数が}II買に書かれである.

掲載誌の中で最も多いものは次の 2つであり，その名称、は，

Progr. Med. : Progre Medical 

Arch. de neur. : Archieves de' neurologie 

である.ともに，プルヌヴイル自身が創刊にかかわり編集長もしていた.

①医師になるまでの養成期 (1840-1870) 

De l' inegalite de poids des hemispheres cerebraux dans l' epilepsie，てんかん患者の大脳左右

半球の重量差について Journ.des connais. med.， 1861. 

Memoire sur la condition de la bouche chez les idiots，白痴者の口の状態についての報告書

Ibid.， 1862， 10 et 30 mai， 10 et 20 septembre， et 1863， 20 janvier. 

Etude sur la medecine legale des alienes， a propos du traite de Casper，カスパーの処理に関して

精神病者の法医学についての研究 Ibid.，1863， p.297， 313， 314. 

Socrate etait-il fou?ソクラテスは狂人であったかJourn.med. ment. 1864， p.209. 

Epilepsie， stupeur， encephalite，てんかん，昏迷，脳炎 Soc.de biol.， 1867. 

L' epilepsie，てんかん Mouvem.med.， 1868， N
0

11. 

Hemorrhagie cerebrale et ramollissement cerebral，脳出血と脳軟化症 Ibid.，1869， N
0

2 et 26. 

Etudes de thermometrie clinique dans l' hemorrhagie cerebrale et dans quelques autres maladies 

de l' encephale，脳出血および脳のその他の疾患における臨床的検温の研究 These，学位論文 Paris，

1870. 

②サルぺトリエール院時代 (1871-1879)

De la temperature dans l' uremie comparee avec la temperature l' eclampsie puerperale，尿毒症

と産祷期の子痛(妊娠中毒による痘撃:著作注)の体温比較について Movem.med.， 1872. 

De la contracture，筋肉の拘縮について Ibid.，1872. 

De la temperature dans l' epilepsie et l' hysterie，てんかんとヒステリーにおける体温について

Ibid.. 1872. 

N ouvelles recherches sur la temperature dans l' ureme et l' eclampsie puerperale，尿毒症と産樗
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期の子痛の体温比較についての新しい研究 Ibid.，1873. 

De l' etat de mal epileptique.てんかん発作の状態 Ibid.，1872. 

Du sulfate de cuivre ammoniacal dans l' epilepsie，てんかんのアンモニア性銅の硫酸 Progres

Med.， 1874. 

Du monobromure de camphre dans l' epilepsie，てんかんにおける樟脳の臭化物について Ibid.，

1874. 

Observation d'etat de mal epileptique，てんかん発作の状態の観察 Soc.de biol.， 25 juillet 1874. 

Du nitrite d'ampyle dans l'epilepsie et l' hystero-epilepsie，てんかんとヒステリー性てんかんの

アミル亜硝酸塩 Ibid.，12 juin 1875. 

Observation d'hystero-epilepsie avec anurie， guerie spontanement，自然治癒の無尿症をともな

うヒステリ性てんかんの観察 (AvecRegnard.) Ibid.， 3 juillet 1875. 

De l' oxyde de zinc dans le traitement de l' epilepsie，てんかんの治癒における亜鉛酸化物 Prog-

res med.， 1875. N
0

39. 

Recherches cliniques et therapeutiques sur l' epilepsie et l' hysterie，てんかんとヒステリーへの

臨床的・治療的研究 Compterundu des observations recueilles a la Salpetriere de 1872 a 1875， 

Paris， 1876. 

Du tremblement senile，老人性のふるえ Progresmed.， 1876， N
0

48. 

Epilepsie partielle，部分的でんかん Soc.anat.， 1876， p.558. 

Contrbution al' etude des localisations cerebrales; observation d' hemiplegie cerebrale infantile 

spasmodique (epilepsie partielle)，大脳定位研究への貢献;痘筆性幼児大脳片マヒの観察 Gaz.med.， 

1876， p.395. 

Iconographie photographique de la Salpetriere，サルペトリエール院の写真画像集 (AvecReg-

nard) 1876-1880， 3vol. avec photogr. 

③ビセートル院 Bicetre時代 (1879-1909) 

N ote sur un cas de cretinisme avec myx配 deme;(cachexie pachydermique.)粘液水腫を伴う一人

のクレチン病患者についてのノート(硬皮症悪液質)(Avec d' Ollier.) Progres med.， 1880， N
0

35. 

Un idiot jeuneur，白痴の断食者 Ibid.，N
0

36. 

Note sur un cas d' hystero-epilepsie chez l' homme，一人の男性ヒステリ性てんかんについての

ノート (Avecd' Ollier.) Ibid.， N
0

47 et 48. 

Recherches cliniques et therapeutiques sur l' epilepsie， l' hysterie et l' idiotisme，テンカン・ヒス

テリー・白痴についての臨床的・治療的研究 (Avecd' Ollier.) Paris， 1880. Premier volume d' une 

serie continuee chaque annee. 

Bibliotheque diabolique，悪魔叢書 1880-1890.

Contribution a l' etude de l' idiotie， (A vec Brissaud.)白痴研究への貢献 Arch.de neur.， 1880， 

t.1， p.69， 391. 

Contribution a l' etude de la demence epileptique，てんかん'性痴呆への貢献 (Avec Brissaud et d' 

Ollier.) Ibid.， p.213. 

Note necrologique sur d' Ollier，オリエーへの追悼文 Ibid.，p.636. 

Note necrologique sur Seguin，セガンへの追悼文 Ibid.，p.637. 
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Le Sabbat， (A vec Teinturier.)魔女の集会 Ibid.，1882， t.3， p.115， 249. 

Lesion ancienne du lobule de l' insula，島小葉(脳の外側簡の下面にある:著者注)の古い外傷

A vec Bonnaire.) Ibid.， t.3， p.176. 

Note et observation sur les microcephales， (A vec Wi1laume.)小頭症者の観察とノート Ibid.，

1882， t.4， p.52， et 1883， t.6， p.72. 

De la rumination chez les animaux， (A vec Seglas.)動物における反努について Ibid.，1883， t.6， 

p.86. 

Du merycisme chez l' homme sain d' esprit，精神の聖人における反努について (Avec Seglas.) 

Ibid.， p.246. 

Du merycisme chez les idiots et les alienes， (A vec Seglas.)白痴者と精神病者における反努につ

いて Ibid.，p.376. 

Idiotie et epilepsie partielle consecutive a une meningo-encephalite chronique，慢性髄膜炎に由

来する白痴と部分的でんかん (AvecLeflative.) Ibid.， p.236， et 1884， t.7， p.101. 

Appendice a l' histoire du merycisme， (A vec Seglas.)反努症の歴史への補遺 Ibid.，1884， t.7， 

p.312. 

Nouvelle observation d' hystero-epilepsie chez un jeune garcon : gUerison par l' hydrotherapie， 

幼い男児におけるヒステリー性てんかんの新しい観察:水治療法による治癒 (Avec Bonnaire.) 

Ibid.， p.86. 

Epilepsie jacksonienne，ジャックソン型てんかん Ibid.，1884， t.8， p.295. 

Idiotie consecutive a l' hydrocephalie，水頭症に由来する白痴 (Avec Leflative.) Progr. med.， 

1884， N
0

17， 23，25. 

De l' emploi de l' acide sclerotinique dans l' epilepsie，てんかんのスクレロティック酸の採用に

ついて (Avec Bricon.) Ibid.， N
0

21. 

Instabilite mentale avec perversion des instincts，本能の退廃をともなう精神的不安定性 (Avec

Budor.) Ibid.， N
0

34， 35. 

Des familles d' idiots，白痴者の家族について (AvecSeglas.) Arch. de neur.， 1885， t.10， p.186， 

347. 

Imbecillite et hemiplegie droite symptomatique de meningite tuberculeuse，結核性菌の徴候であ

る痴愚と右側マヒ (AvecPillet.) Progr. med.， 1886， N
0

27. 

Idiotie complete symptomatique d' une atrophie cerebrale double，二重の大脳萎縮の徴候である

完全な白痴 (AvecBricon.) Ibid.， N
0

34. 

Epilepsie idiopathique. Demence paralytique. Obstruction des respiratoires pardes aliments. 

Anciennes fractures des carlilages costaux.原因不明のてんかん.マヒ性痴呆.食物による呼吸管

の閉塞.肋軟骨の古い骨折. (Avec Bricon et Courbarien.) Ibid.， N
0

38， 39， 40. 

De la temperature dans les acces isoles d' epilepsie，てんかんの単発性発作における体温 Ibid.，

N
0

48.49. 

De la temperature centrale dans l' epilepsie，てんかんにおける中心の体温 Arch.de neur.， 1887， 

t.13， p.209. 

De l' epi1epsie procursive，突進性てんかんについて (AvecBricon.) Ibid.， 1887， t.13， p.321， t.14 

p.55， 235 ; 1888， t.15， p.75， 227， 379， et t.16， p.234， 420. 
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Deux cas d' athetose double avec imbecillite，痴愚をともなう重複の不髄運動型の 2つのケース

(Avec Pillet.) Ibid.， 1887， t.14， p.386， et 1888， t.15， p.433. 

Alcoolisme chez un enfant de quatre ans. Demence et epilepsie symptomatique de 

meningo-encephalite， 4才児のアルコール中毒.髄膜脳炎の徴候を示す痴呆とてんかん (Avec

Baumgarten.) Progr. med.， 1887， N
0

5. 

De la temperature dans l' etat de mal epileptique，てんかん性発作状態における体温 Ibid.，N
0

35. 

Note sommaire sur deux cas d' idiotie avec cacheuxie pachydemique，硬皮性悪液質をともなう二

人の白痴者についての簡潔なノート (Idiotiecr批inoide.)Arch. de neur.， 1888， t.16， p.431. 

Des anomalies des organes genitaux chez les idiots et les epileptiques，白痴者とてんかん者にお

ける生殖器の異常について (AvecSollier.) Progr. med.， 1888， p.125. 

Folie de l' adolescence. Instabilite mentale. Idees vagues de persecution. Succube.青年期の錯乱.

精神的不安定性.迫害のあいまいな観念.女淫悪魔. (Avec Courbarien.) Ibid.， N
0

17， 18. 

Epilepsie et asymetrie fronto-faciale，てんかんと顔面前部の不均衡 (Avec Sol1ier.) Ibid.， N
0

36. 

Note statistique sur le role de la consanguinite dans l' etiologie de l' epilepsie， de l' hysterie， de 

l' idiotie et de l' imbecillite，てんかん・ヒステリー・白痴・痴愚の病因論における血族関係の役割

に関する統計的ノート (AvecCourbarien.) Ibid.， 1889， N
0

23. 

De l' assistance des enfants et des incurables，子どもと不治者の援助について Ibid.，p.132. 

Contribution a l' etude de la porencephalie et de la pseudo-porencephalie，孔脳性および偽孔脳

性研究への貢献 (AvecSollier.) Congres de med. ment.， Paris， 1889， p.343. 

Nouvelle contribution a l' etude de la microcephalie，小頭症研究への貢献 (AvecCamescasse.) 

Ibid.， p.374. 

Epilepsie idiopathique. Bromure de nickel，原因不明のてんかん.ニッケルの早化物 Progr.med.， 

1889， N
0

24， 26. 

Imbecillite legere. Instabilite mentale avec perversion des instincts et implusions genitales.軽度

の痴愚・性本能と性衝動の異常をともなう精神的不安定性 (AvecRaoult.) Arch. de neur.， 188Q， 

t.18， p.110. 

Appareil hydrotherapique pour les alienes recalcitrants，頑固な精神病者のための水治療法装置

Ibid.， p.168. 

Rapport au nom de la commission charg舵 d'examiner le projet de loi tendant a la revision de la 

loi du 30 juin 1838，1838年6月30日法の改定計画検討委員会の名前による報告 12juillet 1889. 

Trois nouvelles observations d' hystero-epilepsie chez les jeunes garcons，幼い男児におけるヒ

ステリー性てんかんの 3つの新しい観察 (Avec Sollier.) Arch. de neur.， 1889， t.18， p.410， et 

1890， t.19， p.98. 

N ouvelle contribution a l' etude de l' idiotie myxωdemateuse，粘液水腫の白痴研究への新しい貢

献 Congr.de med. ment.， Rouen， 1890， p.127. 

Contribution al' etude de la cachexie pachydermique，厚皮性悪液質研究への貢献 Progr.med.， 

1890. N
0

26 

n
y
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Srel.) Progr. med.， 1891， N
0

37. 

Morphinomanie a duex，二人のモルヒネ中毒 Ibid.，1891， p.101， 120. 

Recueil de memoire， notes et observations sur l' idiotie，白痴に関する観察・ノート・論文選集

Paris， 1891. 

Histoire de la section des enfants de Bicetre，ピセートル院の子ども部門の歴史 Paris.，1892. 

Histoire de la fondation Vall白，ヴァレ財団の歴史 Paris，1892. 

Les colonies d' alienes，精神病者のコロニー Congresde med. ment.， B1ois， 1892， p.159. 

De l' utilisation agricole et horticole des eaux d' egout dans les asiles d' alienes，精神病院での下

水の農業と園芸への利用 Ibid.，p.333. 

Le traitement chirurgical de l' idiotie，白痴の外科的治療 Ibid.，p.261， et Arch. de neur.， 1892， 

t.24， p.330. 

De quelques formes de l' hydrocephalie. Idiotie hydrocephalique et ses varietes，水頭症のいくつ

かの形態について。水頭症白痴とその変種 Congresla Rochelle， 1893， p.556. 

De l' emploi du bromure de camphre dans le traitement de l' epilepsie vertigineuse，めまいをf半

うてんかん治療における樟脳臭化物の使用について Progr.med.， 1893， N
0

18. 

Du traitement chirurgical et medico-pedagogique des enfants idiots et arr泌氏s，白痴児と遅滞児

の外科的および医学教育的治療 Ibid.，1893， N
0

25. 

Idiotie et epilepsie symptomatiques d' une anomalie cerebrale，白痴および大脳異常の徴候を示す

てんかん (Avec Sollier.) Ibid.， N
O 

44. 

Trente cas d' epilepsie traites par des injections sousー cutaneesde suc testi-culaire，皐丸液の皮

膚下注射によって処置された30人のてんかん患者 (AvecP. Cornet.) Ibid.， N
0

49， 50. 

Benjamin Ball，ベンジャマンボール Arch.de neur.， 1893， t.25， p.399. 

Delasiauve，ドゥラシオーヴ Ibid.，t.26， p.65. 

Chalcot，シャルコー Ibid.，t.26， p.177. 

Assistance， traitement et education des enfants idiots et deg白leres.白痴児と変質児への援助・治

療・教育 Rapportau Congres d' assistance publique， Lyon， 1894. 

Contribution a l' etude de la microcephalie，小頭症研究への貢献 Congresdes med. al. et neur.， 

Clermont-Ferrand， 1894， p.526. 

Le sauvage de l' A veyron，アヴェロンの野生児 Arch.de neur.， 1894， t.27， p.463. 

Traitement et education de la parole chez les enfants idiots et arreres，白痴児と遅滞児における

会話の治療と教育 (AvecBoyer.) Ibid.， 1895， t.30， p.108. 

Imbecil1ite prononc白 probabalementcong白litale;spasmes musculaires et coprolalie，先天的と予

想される，はっきりとした痴愚 Ibid.，t.30， p.450. 

Trois cas d' idiotie myx配 demateusetraites par l' ingestion thyroidienne，甲状腺注射で処置され

た三人の粘液水腫庫白痴のケース Congresde Bordeaux， 1895， p.151. et Arch. de neur.， 1896， 

t.1， p.1. 

Sclerose cerebrale hyperthrophique tubereuse compliquee de meningite，髄膜炎で複雑にされた

肥大化塊状の大脳硬化症 Progr.msd.， 1896， N
0

9. 

Instabilite mentale， alcoolisme， crises hystériform~s 
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Assistance et education des enfances arrieres，遅滞児の援助と教育 Ibid.，p.313. 

Pareso-analgesie des extremites superieures avec panaris analgesiques ou maladie de Morvan. 

Heniplegie droite et paraplegie，鎮痛剤ヒョウソあるいはモルヴァンの疾患ともなう極限のパレソ

無感覚 Ibid.，p.441. 

Cranes et cerveaux d' idiots ; craniometrie，白痴者の頭蓋と脳;頭蓋測定 Br.Paris， 1896. 

Du placement des alienes dans les asile，精神病者の精神病院への収容 Congresde Nancy， 1896， 

p.187， 194. 

Action de la glande thyroIdienne sur la croIssance et l' obesite chez les myxぼdemateux，obeses 

ou atteints de nanisme.肥満症あるいは小人症におかされた粘液水腫患者における成長と肥満に

対する甲状腺の作用 Ibid.，p.372. 

Sclerose cerebrale hemispherique ; idibtie， hemiplegie droite et epilepsie consecutives，大脳半球

硬化症;白痴・右側片マヒ・続発性てんかん Arch.de neur.， 1897， t.3， p.186. 

Construction d' un pavi1lon d' agites a l' asile de Vi1lejuif，ヴイルジュイフの精神病院の操病者

棟の建設 Ibid.，p.412. 

Influence etiologique de l' alcoolisme sur l' idiotie，白痴におよぽすアルコール中毒の病因論的影

響 Progr.med.， 1897， N
0

2. 

Meningo-encephalite chronique ou idiotie meningo-encephalique，慢性髄膜脳炎と脳性髄膜白痴

(A vec Mettetal.) Ibid.， N
0

8. 

Idiotie myxademateuse ; traitement par l' ingestion de gland thyrm'・dde mouton， Ibid.，粘膜水腫

性白痴;羊の甲状腺注射による処置 (AvecDardel.) Progres med.， 19mars 1898. 

Traitement chirurgical de l' epilepsie，てんかんの外科的治療 Congresd' Angers， 1898， p.522. 

Idiotie hydocephalique acquise，後天性水頭症の白痴 (Avec Noir.) Arch. de neur.， 1898. t.5， 

p.288. 

Alcoolisme de l' enfance. Instabilite mentale. Imbeci1lite morale.子どものアルコール中毒性.精

神的不安定.精神的痴愚 (AvecBoyer.) Arch. de neur.， 1899， t.7， p.58. 

Hysterie de l' enfance，子どものヒステリー (AvecBoyer.) Ibid.， 1899， t.8， p.91. 

Lettre sur la creation de classes sp白ialespour les enfants arrienes，遅滞児のための特殊学級設

立に関する公的書状 Br.Paris， 1899， t.8， p.91. 

Manie de l' adolescence ou nymphomanie ; gUerison，青年期のマニーあるいはニンフォマニア

(Avec Katz.) Progr. med.， 1899. N
0

7. 

112. 

N ouveaux cas d' etat de mal epileptique，てんかん発作の新しいこつのケース Ibid.，N
0

11 

Instabilfte mentale， heredite tres chargee ; traitement pedagogique， guerison，精神的不安定性，

誇張された遺伝;教育学的処置，治癒 (AvecBoyer.) Ibid.， N0
22 

Idiotie symptomatique de sclerose trbereuse ou hypertrophique，結節性あるいは肥大性硬化症の

徴候を示す白痴 Ibid.，N
O 

41. 

De l' eosinate de sodium dans le traitement de l' epilepsie et des accidents qu'il produit，てんか

んの治療と治療が起こした副症状におけるナトリウムの染料エオシンについて (Avec Chapotin.) 

Ibid.， N
0

52. 

Idiotie symptomatique de lesions destructives du lobule de 1 
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lobe temporal，島小葉の破壊的損傷および側頭葉の萎縮性結節の徴候を示す白痴 (Avec Bellin.) 

Arch. de neur.， 1900， t.9， p.493. 

Idiotie et epilepsie symptomatiques de sclerose tubereuse ou hypertrophique，結節性あるいは肥

大性硬化症の徴候を示す白痴とてんかん Ibid.，t.10， p.29. 

Folie de l' adolescence，青年期の狂気 (Avec Bellin.) Ibid.， t.1 0， p.112. 

Anatomie pathologique de l' idiotie，白痴の病理学的解剖 Rap.au Congres internat. de med.， 

Paris， 1900， Sect. de neur. 

N ouvelle contribution a l' etude de la microcephalie， et en particulier au traitement 

medico-pedagogique des idiots mictocephales，小頭症，とりわけ小頭症白痴の医学教育的処置研

究への新しい貢献 Ibid.，Section de psychiatre， p.2 3 4. 

De l' hysterie male de l' enfance，男児のヒステリーについて Progro，1900， N
0

16. (A vec Boyer.) 

Sclerose en plaques ayant debute dans l' enfance ; imbecillite，幼年期に発病した多発性硬化症

Ibid.. N
0

21. 

Alienes meconnus et condamnes，不遇の不治宣告をされた精神病者 Ibid.，p.328. 

Comparison entre les enfants anormaux au point de vue de la persistance ou de l' absence de 

thymus，胸腺の継続と欠知という視点からの異常児比較 Ibid.，23 juin 1900. 

Vie sexuelle， mariage et descendance d' un epileptique，性生活，結婚とてんかん患者の子孫

(Avec Pou1ard.) Ibid.， 1900， N
0

38， 39. 

Cas d' affection familia1e a symptomes cerebro-spinaux dip1egie spasmodique infantile et 

idiotie chez deux freres ; atrophie du cervelet，脳脊髄性の徴候のある家族性疾患のケース;二人の

兄弟における幼児期の痘撃性両側マヒ;小脳の萎縮 (Avec Crouzon.) Progr. med.， 1901， N01 7. 

Idiotie myx使 demateuse traitement thyroidien，粘液水腫の白痴;甲状腺治療 (Avec Laurens.) 

Ibid.， N
0

23. 

N ote sur l' influence de la syphilis hereditaire， de l' a1coolisme et de quelques professions in-

salubres sur la production des ma1adies chroniques du systeme nerveux chez les enfants，先天性梅

毒の影響に関するノート，アルコール中毒といくつかの不健康な職業が幼児の神経系慢性疾患の

生成に及ぼす影響について Congresdes med. a1. et neur.， Limoges， 1901， p.473. 

Idiotie microcephalique ; cerveau pseudo-kystique，小頭症白痴;擬嚢胞性大脳 (Avec Oberthur.) 

Arch. de neur.， 1901， t.11. N
O 

d' avri1. 

Contribution a l'仕udede l' idiotie morale et en particu1ier du surmenage avec symptomes de 

celle forme menta1e，精神面の白痴研究への貢献特に精神形態の症状をもっ過労について Avec

Boyer.) Ibid.， 1902， t.13. N
O 

d' avril， et t.14. N
O 

de nombre. 

Nouvelle contributon a l' etude de l' epilepsie vertigineuse et a son traitement par le bromure de 

camphre，めまいを持ってんかんおよび樟脳の臭化物によるその治療にたいする新しい貢献 Ibid.，

juil1et 1902， t.14. 

Sur l' encombrement des asiles，病院の過剰について Congresde Grenoble， 1902， p.425. 

Sur l' assistance des enfants anormaux，異常児の援助について Ibid
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Imbecillite ; hemiplegie gauche ; epilepsie ; etat de mal ; mort ; atrophie considerable de l' hemis-

phere cerebral droit，痴愚;左側マヒ;発作状態;死;大脳右側半球の過度の萎縮 Arch.de neur.， 

1904， t.18， p.461. (Avec Mlle Maugeret.) 

Quelques formes de nanisme et leur traitement par la glande thyroide，小人症の諸形態と甲状腺

によるその治療 (AvecMlle Maugeret， et et Lemaire.) Progr. med.， 1904， N
0

24， 25， 26， 28， 38， 39， 

40.50. 

Fixation du nombre des medecins dans les asiles publics d' alienes，公立精神病院の医師数の固

定 Br.Paris， 1905. 

Sclerose atrophique hemispherique. 1mbecillite ; hemiplegie droite ; epilepsie ; acces et vertiges ; 

demence，半球の萎縮性硬化症.痴愚;右側マヒ;てんかん;発作とめまい;痴呆 (AvecMlle 

Maugeret.) Arch. de neur.， 1905， t.19， p.18_ 

Statistique et enseignement des enfants idiots et epileptiqties internes dans les asile d' alienes， 

精神病院に収容された白痴児とてんかん児の統計と教育 Ibid.，p.269. 

L' assistance des enfants arrieres et epileptiques a Lyon，リヨンにおける遅滞児とてんかん児へ

の援助 Ibid.，408. 

Contribution a l' etude la demence epileptique，てんかん性痴呆への貢献 Ibid.，1905， t.20， 

p.337. 

Les enfants anormaux au point de vue moral.道徳的視点から見た異常児 Br.Caris， 1905. 

Traite medico-pedagogique des diverses formes de l' idiotie，さまざまな白痴に対する医学一教

育学的処遇 Br.Caris， 1905. 

N ote statistique sur le role de la consanguinite dans l' epilepsie， l' hysterie et l' imbecillite.てん

かん・ヒステリー・痴愚における血族関係の役割に関する統計学的ノート Congresde Rennes， 

1905， p.1905， p.194. 

Contribution a l' etude de la demence epileptique，てんかん性痴呆への貢献 Ibid.，p.196. 

Traitement medico-pedagogique des idiotie les plus graves，最重度白痴児の医学教育学的治療

Ibid.， p.231， et Arch. de neur.， 1906， p.246，381，460. 

Myx田derneet Mongolisme，粘液水腫と蒙古症患者 Ibid.，p.262. 

L' hydrotherapie dans les maladies nerveuses et mentales，神経的・精神的疾患者の水治療法

Ibid.， p.281. 

Deux cas de rneningo-encephalite chroniqueavec cecite，失明をともなう慢性髄膜脳炎の 2ケー

ス Arch.de neur.， 1906， t.21， p.1. 

Irnbecillite congenitale type rnongolien. Traiternent thyroidien.先天性蒙古症型の痴愚 (Avec

Boyer.) Arch. de neur.， 1906， t.22， p.425. Congres de Lille 1906， p.217. 

Myx田 derneet Mongolien，粘液水腫と蒙古症患者 Congrお deLille， 1906， p.324. 

De l' etat de mal epileptique，てんかん性発作について (AvecBoyer.) Arch. de neur.， 1907， t.2. 

p.419. 

Contribution a l' etude de la paralysie generale juveni1e，未成熟期の進行性マヒ研究への貢献

(A vec Richet fils.) La Clinique， 1908， p.793. 

Etude anatomo-clinique d' un cas de tabes et de paralysie generale chez une enfant de quinze ans， 

15歳児における進行性マヒと脊髄癖ケースの解剖・臨床研究 (AvecKindberg et Richet.) Nouv. 
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Inconogr. la Salpetriere， 1908， p.475. 
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